


『外傷登録』の刊行にあたって

1990年代後半，本学会や日本救急医学会の学術集会で，preventable trauma death（PTD）を回
避して外傷診療の質を向上させようと活発な議論が始まった。具体的には診療の標準化でありもう一
つは臨床疫学の把握であった。前者は「外傷初期診療ガイドラインJATEC™」の誕生となり，後者
は日本外傷データバンク（Japan Trauma Data Bank：JTDB）の創設と外傷登録の開始である。い
ずれも画期的な事業であり，救急医療の分野のなかでも学術的な遅れが否めなかった外傷領域の診
療・研究および教育のあり方を飛躍的に向上させた。JTDBへの登録数は年々増加し，2012年には全
国約200施設から10万以上の症例が入力されている。2004年より始まったAnnual Reportも定着し，
わが国における重度外傷の発生と診療の全貌が明らかになりつつある。

私が代表理事になった2年前に，本事業の意義と成果を整理して，世に出してほしいと当時のトラ
ウマレジストリー検討委員会委員長の齋藤大蔵先生に依頼した。すでに何度も委員会を重ね，定期的
にデータ分析を行い，委員各位や研究者によって研究を論文にまとめるなど明確な足跡を残していた
からである。この登録事業と臨床研究は救急医療分野では類まれな業績であり，ぜひ関係者に知って
いただきたいという強い思いもあった。

本書は外傷診療または臨床研究のエキスパートである委員自身によって企画，執筆していただい
た。疾病登録の意義に始まりJTDBの事業と研究成果を収載し，さらに海外の外傷登録や他領域の疾
病登録を紹介いただいた。

この度，本書を上梓できたことは望外の喜びであり，編集および執筆していただいた委員各位に心
から深謝する次第である。同時に，JTDBへ登録していているデータがあっての研究であり，改めて
参加施設の入力事業への協力に心からお礼を申し上げる。本書を参考にして，JTDBを活用した臨床
研究に弾みがつき，わが国の外傷診療の質向上に寄与することを心より期待する次第である。
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本書の利用法について

わが国の外傷登録を代表する日本外傷データバンク（Japan Trauma Data Bank：JTDB）には
2012年の段階で196施設から10万人を超える外傷患者が登録されている。多忙な外傷診療の合間に
データを入力すること自体が多大な労力を要する作業であり，データバンクは外傷医たちのたゆまぬ
努力の結晶であるともいえる。そもそもJTDBの目的は，外傷診療の標準化と質の向上による転帰の
改善であり，そのためには蓄積されたデータを活かした研究を行い，臨床の現場に還元する必要があ
る。

本書は，この目的を実現するためJTDBにかかわってきた医師たちを中心として刊行された。本書
の利用法は，読者の立場によって多岐にわたる。外傷登録に既に参画している，あるいはこれから参
画しようとする施設の医師や診療情報管理士にとっては，外傷登録の意義や登録における具体的な問
題点を知るために役立つ。また，データバンクを用いた疫学研究を行うものにとっては，この貴重な
データがどのように得られたのか，その限界は何であるのかを知ることにより，研究デザインを考え，
研究成果をどのように解釈するのかに役立つ。本書では，JTDBにとどまらず，米国のNational 
Trauma Data Bankをはじめとする諸外国の外傷登録制度についても概観し，国際的な視野に立った
理解を可能としている。JTDBのデータは個人情報を除外したうえで，毎年，日本外傷診療研究機構
の会員である参加施設に提供されているので，それぞれの施設で独自の解析と研究が可能である。本
書では，これまでに発表されたJTDBを用いた主要な研究を紹介し，これから新たに研究を始める研
究者の道標としても有用であろう。

開始から10年を経たJTDBは研究にとどまらず，厚生労働省による救命救急センターの充実段階
評価に利用され，日本外傷学会の外傷専門医制度でも登録状況が参照されるなど，社会的な役割がま
すます増している。今後，登録項目の改訂などにより新しい世代への対応をひかえるなかで，本書の
刊行は外傷登録の重要な一里塚となるだろう。多くの方に，本書を読んでいただき，明日の外傷診療
と研究の足がかりとなることを祈念する。

一般社団法人日本外傷学会トラウマレジストリー検討委員会
委員長　坂本　哲也

（帝京大学医学部　救急医学講座）
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